
最先端 AI 開発者・エージェント競合分析 
Perplexity 

エグゼクティブサマリー 
最も明確な競争上の区分はもはや「どの基本モデルが最も賢いか」ではなく「どのプロバイ
ダーが開発者に最も信頼性の高いエンドツーエンドのエージェント運用環境を提供するか」
である。OpenAI は、GPT-5.5、Codex、Responses API ツール、ホスト型シェル、コンピ
ュータの使用、MCP、スキル、サンドボックスインフラストラクチャを 1 つのスタックに
統合することで、統一エージェント プラットフォームに最も急速に移行している (OpenAI 
GPT-5.5 リリース、OpenAI API の変更履歴、OpenAI Agents SDK) 
Anthropic は、コードベースレベルの開発者ワークフローにおいて依然として最も強力なス
ペシャリストです。これは、Claude Code が過去 12 か月で、CLI、GitHub Actions、MCP、
権限、バックグラウンド エージェント、作業管理、エンタープライズ展開機能を大量に蓄
積してきたためです。一方、Opus 4.7 は、長期的なコーディング、レビュー、検証動作に
特化して調整されています (Claude Code の変更履歴、クロード・オーパス 4.7 の発表、
Claude Code GitHub Actions リリース) 
Google はマルチモーダル規模、ワークスペース/バーテックス配信、Flash 経済性において
競争力がありますが、その戦略的姿勢は同等性を追い求めるよりも信頼性を重視している
ように見えます。証拠としては、単一のモノリシックな「Codex のような」開発者エクス
ペリエンスではなく、Gemini 3.1 Pro および Flash ファミリー モデルを中心としたモデ
ルライフサイクル制御、プレビューから GA への移行、支出上限、ファイル検索の基盤、
ポリシー エンジン、サンドボックス、コンテキスト圧縮、安全な起動しきい値の周期性が
挙げられます (Gemini API の変更履歴、Vertex AI 上の Gemini 3.1 Pro、Gemini 3.1 Pro 
モデルカード、Gemini CLI リリースノート) 
スコープと正規化 

プロバイダ
ー／製品 何を比較しているのか 正規化に関する注記 

Google 
Gemini 3.1 
Pro / Flash
ファミリー 

高性能モデルとして Gemini 3.1 
Pro、低遅延・低価格フラッシュメ
モリとして Gemini 3 Flash と
Gemini 3.1 Flash-Lite が用意され
ています。 

入手可能な公式証拠は、Gemini 3.1 Pro、
Gemini 3 Flash、および Gemini 3.1 Flash-Lite
を区別しています。したがって、比較では
「Gemini 3.1 Pro/Flash」を単一のペアモデル
SKU ではなく、Google の Pro+Flash ポートフ
ォリオとして扱います（Vertex AI 上の 
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https://openai.com/index/the-next-evolution-of-the-agents-sdk/
https://code.claude.com/docs/en/changelog
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ー／製品 何を比較しているのか 正規化に関する注記 

Gemini 3.1 Pro、ジェミニ 3 フラッシュ発表、
Vertex AI 搭載の Gemini 3.1 Flash-Lite) 

OpenAI 
GPT-5.5 

GPT-5.5およびGPT-5.5 Proを最
先端 API/ChatGPT/Codex モデル
として、Codex および Agents SDK
と組み合わせて使用 

GPT-5.5はモデルですが、OpenAIの開発者に
とっての利点は、周囲の Codex、Responses 
API、ホスト型ツール、サンドボックスオーケ
ストレーションレイヤーにあります（OpenAI 
GPT-5.5 モデルのドキュメント、OpenAI API
の変更履歴、OpenAI Agents SDK) 

人間中心主
義的クロー
ド・コード 

開発者エージェント製品として
Claude Codeを使用し、現在Sonnet
や Opus 4.7 などの Claude モデル
を採用している。 

Claude Code は基盤モデルではなく、CLI、エ
ージェント、SDK、GitHub Actions、エンター
プライズ展開サーフェスであり、モデルのパ
フォーマンスは選択された Claude モデルと
労力レベルに依存します (Claude Code の変
更履歴、クロード・コード GitHub Actions、
クロード・オーパス 4.7 の発表) 

競合分析表 

メ ト
リ ッ
ク 

Google Gemini 3.1 Pro 
/ Flash ファミリー OpenAI GPT-5.5 人間中心主義的クロード・コード 

戦 略
的 ポ
ジ シ
ョ ニ
ング 

Google は Gemini 3.1 
Pro を、複雑なマルチ
モーダルタスク向けの
最 も 高 度 な 推 論 
Gemini モデルとして
位置付けており、一方 
Flash ファミリー  モ
デルは、消費者、開発
者、エンタープライズ
の各サーフェス全体で

OpenAIは、GPT-5.5を複雑
な専門業務、コーディング、
コンピュータの使用、研究、
データ分析のための最もス
マートなモデルとして位置
付けており、ChatGPT、
Codex、および API サーフ
ェ ス で 利 用 可 能 で す
（OpenAI GPT-5.5 リリー
ス、OpenAI GPT-5.5モデル

Anthropic は、Claude Code を
開発者エージェント層として、
Opus 4.7 を高度なソフトウェア
エンジニアリング、長時間実行タ
スク、自己検証、コードレビュー
に最適化された一般利用可能な
モデルアップグレードとして位
置付けています  (Claude Code
の変更履歴、クロード・オーパス
4.7 の発表) 
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速度、拡張性、コスト効
率をターゲットにして
います  (Vertex AI 上
の Gemini 3.1 Pro、ジ
ェミニ 3 フラッシュ発
表、Gemini API の変更
履歴) 

のドキュメント) 

開 発
者 ツ
ー
ル ：
CLI
と ロ
ー カ
ル エ
ー ジ
ェ ン
ト 

Gemini CLI は、ファイ
ル、シェル、ウェブフェ
ッチ、メモリ、プランニ
ング、MCP、拡張機能、
ポリシー、サンドボッ
クス、ワークツリー、ブ
ラウザエージェント実
験、および Gemini 3.1 
Pro プレビューのサポ
ートをサポートしてお
り、多くのリリースで
安全性と信頼性メカニ
ズムが強調されていま
す  (Gemini CLI リリ
ースノート) 

Codex は、ChatGPT アカ
ウントで接続された CLI、
IDE、クラウド、GitHub、
Slack、SDK、およびアプリ
のようなエクスペリエンス
を提供します。一方、GPT-
5.5 は、複雑なコーディン
グ、コンピュータの使用、知
識労働、および研究ワーク
フローに推奨される Codex 
モデルです (コーデックス
GA 発表、コーデックスのア
ップグレード、 OpenAI 
GPT-5.5 リリース) 

Claude Code は、セッション、バ
ックグラウンド エージェント、
サブエージェント、エージェント 
チーム、ワークツリーの分離、目
標追跡、/ultrareview 作業管理、
MCP 管理、権限、管理設定、
GitHub Actions (Claude Code の
変更履歴、Claude Code GitHub 
Actions リリース) 

エ ー
ジ ェ
ン ト
の 機
能 

Gemini CLI は、2025 
年後半から 2026 年初
頭にかけて、todo プラ
ンニング、コードベー
ス調査サブエージェン
ト、エージェント スキ
ル、汎用ルーター、プラ

OpenAI のエージェント 
スタックには、レスポンス 
API ツール、MCP、ホスト
型シェル、パッチ適用、スキ
ル、コンピュータの使用、ツ
ール検索、Web 検索、構成
可能なメモリ、制御された

Claude Code は、バックグラウ
ンド ワーカー、エージェント チ
ーム、サブエージェント ワーク
ツ リ ー の 分 離 、
/goalGitHub Actions での自動
モード検出、モデル、労力、権限、
MCP、およびプラグイン ディレ

https://docs.cloud.google.com/vertex-ai/generative-ai/docs/models/gemini/3-1-pro
https://docs.cloud.google.com/vertex-ai/generative-ai/docs/models/gemini/3-1-pro
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https://blog.google/products-and-platforms/products/gemini/gemini-3-flash/
https://blog.google/products-and-platforms/products/gemini/gemini-3-flash/
https://ai.google.dev/gemini-api/docs/changelog
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https://code.claude.com/docs/en/changelog
https://github.com/anthropics/claude-code-action/releases
https://github.com/anthropics/claude-code-action/releases
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ン  モード、ブラウザ 
エージェント実験、
A2A リモート エージ
ェント サポート、サン
ドボックス、コンテキ
スト圧縮、メモリ管理
を 追 加 し ま し た 
(Gemini CLI リリース
ノート) 

サンドボックス、スナップ
ショット、再水和、永続実
行、並列サンドボックス実
行が含まれます  (OpenAI 
API の変更履歴、OpenAI 
Agents SDK) 

クトリの構成フラグを追加しま
し た  (claude 
agents/ultrareviewClaude Code
の 変 更 履 歴 、 Claude Code 
GitHub Actions リリース) 

モ デ
ル の
遅 延
と 速
度 制
御 

Gemini 3 Flash は「ス
ピードのために構築さ
れた最先端のインテリ
ジェンス」として明確
に位置づけられてお
り、価格は入力トーク
ン 100万個あたり 0.50
ドル、出力トークン100
万個あたり 3 ドルで、
日常的なタスクでは
Gemini 2.5 Pro よりも
3倍高速で、トークンの
使用量は 30%少ないと
されています（ジェミ
ニ 3 フラッシュ発表
Gemini 3.1 Pro は
MEDIUM、コスト、パ
フォーマンス、および
速度のトレードオフを
調整するための思考レ
ベルを追加し、一方 

GPT-5.5 は、Codex タスク
で使用するトークン数を減
らしながら、トークンあた
りのレイテンシは GPT-5.4
と同等であると説明されて
おり、Codex 高速モードは、
コストが 2.5 倍でトークン
を 1.5 倍速く生成します
（OpenAI GPT-5.5 リリー
ス API は、優先度処理、
reasoning.effortnone か ら 
xhigh までのレベル、ツール
検索、圧縮、推論最適化を追
加し、エージェントワーク
フローのレイテンシ予測性
を向上させます  (OpenAI 
API の変更履歴、OpenAI 
GPT-5.5 モデルのドキュメ
ント) 

Claude Code は/effortCLI の努
力フラグを公開し、Opus 4.7 で
は xhighhigh と max の間にフ
ラグが追加され、Claude Code 
はすべてのプランで xhigh をデ
フォルトにしています (Claude 
Code の変更履歴、クロード・オ
ーパス 4.7 の発表 Anthropic は、
低労力の Opus 4.7 は中労力の
Opus 4.6 とほぼ同等であり、93
タスクのコーディングベンチマ
ークで平均レイテンシが速いと
主張している（クロード・オーパ
ス 4.7 の発表) 

https://geminicli.com/docs/changelogs/
https://geminicli.com/docs/changelogs/
https://developers.openai.com/api/docs/changelog
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https://openai.com/index/introducing-gpt-5-5/
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Flash-Lite は、高スル
ープットでコストに敏
感なワークロード向け
に配置されています 
(Vertex AI 上 の 
Gemini 3.1 Pro、Vertex 
AI 搭載の Gemini 3.1 
Flash-Lite) 

推
論 ：
複 数
ス テ
ッ プ
の タ
スク 

Gemini 3.1 Pro は、
Google のモデルカー
ド比較で  ARC-AGI-2 
で  77.1% 、 GPQA 
Diamond で  94.3%、
Terminal-Bench 2.0 
で 68.5%、SWE-Bench 
Verified で  80.6%、
SWE-Bench Pro で 
54.2%、MCP Atlas で 
69.2% 、 BrowseComp 
で 85.9% を記録しま
した (Gemini 3.1 Pro 
モデルカード) 

GPT-5.5 は  Terminal-
Bench 2.0 で 82.7%、SWE-
Bench Pro で  58.6% 、
OSWorld-Verified で 
78.7% 、 MCP Atlas で 
75.3% 、 BrowseComp で 
84.4% 、 ARC-AGI-2 で 
85.0% を記録し、GPT-5.5 
Pro は一部の調査/検索指
標でより高いスコアを記録
しています (OpenAI GPT-
5.5 リリース) 

Anthropic 社によると、Opus 4.7
は 93タスクのコーディングベン
チマークにおいて Opus 4.6 と比
較して解像度が 13%向上してお
り、タスク予算管理、自己検証、
パートナーレポートにおけるツ
ールエラーの減少、および長時間
のエンジニアリング作業におけ
る的を絞った改善が実現されて
いる（クロード・オーパス 4.7 の
発表) 

長 期
的 文
脈 と
マ ル
チ モ
ダ リ
ティ 

Gemini 3.1 Pro は、最
大  1M トークンの入
力ウィンドウと、テキ
スト、画像、音声、ビデ
オ、PDF、コード リポ
ジトリ全体を含むマル
チモーダル入力をサポ

GPT-5.5 は、1,050,000 ト
ークンのコンテキスト ウ
ィンドウ、最大 128,000 の
出力トークン、画像入力、お
よびファイル検索、Web 検
索、コンピュータの使用、ホ
スト型シェル、パッチの適

Claude Code の価値は、宣伝さ
れているコンテキスト番号より
も、圧縮、プロンプト キャッシ
ュ、プロジェクト メモリ、ワー
クツリーの分離、MCP 結果の永
続化、バックグラウンド セッシ
ョン、および起動後のモデル/労

https://docs.cloud.google.com/vertex-ai/generative-ai/docs/models/gemini/3-1-pro
https://docs.cloud.google.com/vertex-ai/generative-ai/docs/models/gemini/3-1-pro
https://docs.cloud.google.com/vertex-ai/generative-ai/docs/models/gemini/3-1-flash-lite
https://docs.cloud.google.com/vertex-ai/generative-ai/docs/models/gemini/3-1-flash-lite
https://docs.cloud.google.com/vertex-ai/generative-ai/docs/models/gemini/3-1-flash-lite
https://deepmind.google/models/model-cards/gemini-3-1-pro/
https://deepmind.google/models/model-cards/gemini-3-1-pro/
https://openai.com/index/introducing-gpt-5-5/
https://openai.com/index/introducing-gpt-5-5/
https://www.anthropic.com/news/claude-opus-4-7
https://www.anthropic.com/news/claude-opus-4-7
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ートし、モデル カード
には 64K の出力トー
ク ン が あ り ま す 
(Vertex AI 上 の 
Gemini 3.1 Pro 、
Gemini 3.1 Pro モデル
カード) 

用、スキル、MCP などの 
API ツールをサポートして
います  (OpenAI GPT-5.5
モデルのドキュメント) 

力の保存による運用コンテキス
ト管理にあります (Claude Code
の変更履歴) 

生 態
系 統
合 

Google は、Google AI 
Studio、Gemini API、
Gemini CLI、Android 
Studio 、 Google 
Antigravity、Vertex AI、
Gemini Enterprise 、
NotebookLM、ワーク
スペース関連製品、検
索 AI モード、および 
Google Cloud コント
ロールへの強力なファ
ーストパーティエンタ
ープライズ配信を行っ
ています (Gemini 3.1 
Pro 発売、ジェミニ 3
フ ラ ッ シ ュ 発 表 、
Gemini API の変更履
歴) 

OpenAI は、 ChatGPT 、
Codex、Responses API、Chat 
Completions、Realtime サ
ーフェス、Batch、Agents 
SDK、MCP コネクタ、サン
ドボックス プロバイダー、
ホスト型ツール、ストレー
ジ  プロバイダーの抽象化
など、エージェント プラッ
トフォームの統合が最も幅
広 く な っ て い ま す 
(OpenAI GPT-5.5 モデルの
ドキュメント、OpenAI API
の変更履歴、OpenAI Agents 
SDK) 

Anthropic は、Claude Code、
GitHub Actions、Anthropic API、
Amazon Bedrock、Google Vertex 
AI、Microsoft Foundry、MCP、
管理設定、ワークロード ID、エ
ンタープライズ権限ポリシーを
通じて、開発者およびエンタープ
ライズのコントロール プレーン
に深く統合されます (クロード・
オーパス 4.7 の発表、Claude 
Code の変更履歴、Claude Code 
GitHub Actions リリース) 

企 業
統 制
と 信
頼 性

Google の最も強力な
シグナルは運用規律で
す: モデルライフサイ
クルの発表、非推奨、支

OpenAI の制御は、プロダ
クション エージェント イ
ンフラストラクチャを重視
しています。優先処理、圧

Anthropic のコントロールは、開
発者の信頼境界を重視していま
す。権限、ハード拒否分類ルール、
管理設定、認証情報のスクラビン

https://docs.cloud.google.com/vertex-ai/generative-ai/docs/models/gemini/3-1-pro
https://docs.cloud.google.com/vertex-ai/generative-ai/docs/models/gemini/3-1-pro
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https://developers.openai.com/api/docs/models/gpt-5.5
https://code.claude.com/docs/en/changelog
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メ ト
リ ッ
ク 

Google Gemini 3.1 Pro 
/ Flash ファミリー OpenAI GPT-5.5 人間中心主義的クロード・コード 

体制 出上限、請求制御、ファ
イル検索の基盤、スキ
ーマ移行、ポリシー エ
ンジン、サンドボック
ス、コンテキスト圧縮、
安全しきい値、および 
GA 前のプレビュー検
証  (Gemini API の変
更履歴、Gemini 3.1 Pro 
モデルカード、Gemini 
CLI リリースノート) 

縮、プロンプト  キャッシ
ュ、ツール検索、ホスト シ
ェル、サンドボックス実行、
マニフェスト、計算分離、ス
トレージ抽象化、および 
GPT-5.5 に関するポリシ
ー /セーフガードの更新 
(OpenAI API の変更履歴、
OpenAI Agents SDK 、
OpenAI GPT-5.5 リリー
ス) 

グ、ワークロード ID スコープ、
MCP タイムアウト処理、プロン
プトのキャッシュ、バックグラウ
ンドフォールバック動作、
GitHub Actions 構成の簡素化 
(Claude Code の変更履歴、
Claude Code GitHub Actions リ
リース) 

最 適
な ユ
ー ス
ケ ー
ス 

Google は、マルチモー
ダルなエンタープライ
ズワークロード、ワー
クスペース/バーテッ
クス中心の組織、Flash 
を使用したコスト重視
の大容量ルーティン
グ、長文コンテキスト
のドキュメント/コー
ド分析、および Google 
Cloud ガバナンスに最
も強い  (Vertex AI 上
の Gemini 3.1 Pro、ジ
ェミニ 3 フラッシュ発
表、Gemini API の変更
履歴) 

OpenAI は、モデル、API、
ツール、コンピュータの使
用、シェル、パッチ適用、
Codex、サンドボックス、マ
ルチエージェント SDK ア
ーキテクチャを網羅する統
一された開発者エージェン
ト  プラットフォームを目
標とする場合、最も強力に
なります  (OpenAI GPT-
5.5 モデルのドキュメント、
OpenAI Agents SDK、コー
デックス GA 発表) 

Anthropic は、CLI の動作に対
する高い信頼性、人間が関与する
レビュー、長期的なコード編集、
GitHub の自動化、慎重な権限管
理、ターミナル優先のワークフロ
ーでの高品質な技術的推論を必
要とするコードベース作業に最
適です (Claude Code の変更履
歴、クロード・オーパス 4.7 の発
表) 

主 な
リ ス

Google のリスクは製
品表面の断片化です。

OpenAI のリスクはプラッ
トフォームの広さとコスト

Anthropic のリスクは、Claude 
Codeのリーダーシップがエコシ
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メ ト
リ ッ
ク 

Google Gemini 3.1 Pro 
/ Flash ファミリー OpenAI GPT-5.5 人間中心主義的クロード・コード 

ク ／
制 限
事項 

Gemini API 、 Vertex 
AI、Gemini Enterprise、
Gemini CLI 、 Code 
Assist 、 Antigravity 、
Flash、Flash-Lite、Live、
Image、TTS は強力で
すが、一貫性のある開
発者エージェント製品
として評価するのが難
しくなります（Gemini 
API の 変 更 履 歴 、
Gemini CLI リリース
ノート) 

の複雑さです。GPT-5.5 に
はプレミアム価格設定、
272K 入力トークンを超え
るロングコンテキスト追加
料金、優先度/フレックス/
バッチのバリエーション、
ツール呼び出し料金、慎重
なガバナンスを必要とする
急速に拡大するエージェン
トプリミティブがあります 
(OpenAI GPT-5.5 モデルの
ドキュメント、OpenAI API
の変更履歴) 

ステム全体ではなく製品固有の
ものであることです。エンジニア
リングワークフローには優れて
いますが、Google Workspace や
ChatGPT/Codex サーフェスほ
ど生産性スイートに広く統合さ
れていません（Claude Code の変
更履歴、クロード・コード 
GitHub Actions) 

主要機能リリース予定期間：2025 年 5 月～2026 年 5 月 
イノベーションのペースを示すヒートマップ 
以下のヒートマップは、引用されているリリースノートや発表から特定された、タイムライ
ンに関連する主要なリリースまたはプラットフォームアップデートをカウントしたもので
あり、すべてのパッチリリースをカウントしたものではありません。したがって、ブロック
は絶対的なエンジニアリング活動ではなく、製品イノベーションの密度を示しています。 

月 グーグル OpenAI 人間 

2025 年 5 月 ██ ██ ██ 

2025 年 6 月 ██ ██ ██ 

2025 年 7 月 ██ ░ ██ 

2025 年 8 月 ██ ██ ██ 

2025 年 9 月 ██ ████ ██ 
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月 グーグル OpenAI 人間 

2025 年 10 月 ████ ████ ██ 

2025 年 11 月 ████ ██ ██ 

2025 年 12 月 █████ ████ ██ 

2026 年 1 月 ██ ██ ████ 

2026 年 2 月 ████ ████ ████ 

2026 年 3 月 █████ ████ ████ 

2026 年 4 月 █████ █████ █████ 

2026 年 5 月 ████ ██ █████ 

プロバイダーのタイムライン 

日付 グーグル OpenAI 人間 

2025
年 5
月 

Gemini 2.5 Pro Preview 
は 5 月 6 日にコード
/関数呼び出しの改善
を受けました。Gemini 
2.5 Flash Preview とマ
ルチツール  API の更
新は  5 月  20 日に続
きました (Gemini API
の変更履歴) 

Codex クラウドエージェント
は 2025年 5月に研究プレビュ
ーとしてリリースされ、
Responses API は 5 月 20 日に
リモートMCPサーバーとコー
ドインタープリタのサポート
を追加しました（コーデックス
GA 発表、OpenAI API の変更
履歴) 

Claude Code 1.0 は、0.2 のリ
リースが遅れた後、5 月 22 
日にリリースされ、初期の機
能には、Claude が作業してい
る間のリアルタイムのステア
リングとインターリーブ思考
コントロールが含まれていま
した (Claude Code の変更履
歴) 

2025
年 6
月 

Gemini 2.5 Pro と
Gemini 2.5 Flashは6月
17日に安定版/GAとな
り、Flash-Lite Preview
も同日にリリースされ

OpenAI は 6 月 3 日 に
TypeScript 用のエージェント
SDK を、6 月 27 日に低遅延で
より安定したレイテンシを実
現する優先処理をリリースし

Claude Code は  TypeScript 
お よ び  Python SDK 、
SSE/HTTP MCP トランスポ
ートのサポートを追加し、6 
月まで  1.0 リリースを継続
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日付 グーグル OpenAI 人間 

ました（Gemini API の
変更履歴) 

ました（OpenAI API の変更履
歴) 

しました (Claude Code の変
更履歴) 

2025
年 7
月 

Google は 7 月 17 日
に Gemini Code Assist 
Agent Mode を 発 表
し、コードベース全体
の計画、複数ファイル
の変更、実行前の承認、
およびチェックポイン
トについて説明しまし
た。Gemini API にはバ
ッチ モードと Gemini 
2.5 Flash-Lite Stable 
も 追 加 さ れ ま し た 
(Google Code Assist の
アップデート、Gemini 
API の変更履歴) 

OpenAI の公開 API 変更ログ
によると、6 月の優先処理に続
き、8 月の GPT-5 ファミリー
のリリース前に、7 月は前後の
月に比べて主要なプラットフ
ォームイベントが少なくなっ
ています（OpenAI API の変更
履歴) 

Claude Code は  1.0 の迅速
な 反 復 を 続 け 、 7 月 に 
v1.0.44、v1.0.51、v1.0.58、
v1.0.60、v1.0.62 などのリリ
ース トレインを出荷しまし
た (Claude Code の変更履歴) 

2025
年 8
月 

Gemini API は 8 月に 
Imagen 4 GA、URL コ
ンテキスト GA、およ
び  Gemini 2.5 Image 
Preview をリリースし
ました (Gemini APIの
変更履歴) 

OpenAI は 8 月 7 日に API で
GPT-5、GPT-5 mini、GPT-5 
nano をリリースしました。
Conversations API と MCP コ
ネクタは 8 月後半にリリース
されました（OpenAI API の変
更履歴) 

Claude Code は 8 月を通し
て  1.0 のリリースを頻繁に
続け、Claude Code GitHub 
Action v1.0 は 8 月 26 日に
リリースされました (Claude 
Code の変更履歴、Claude 
Code GitHub Actions リリー
ス) 

2025
年 9
月 

Gemini API は 、
Gemini 2.5 Flash プレ
ビューの更新、ネイテ
ィブ オーディオ プレ
ビュー、ロボティクス 
プレビュー、および 

OpenAI は 9 月 15 日に GPT-
5-Codexを発表し、Codex CLI、
IDE、クラウド、GitHub、モバ
イル、API キーのワークフロー
全体で利用可能にした（コーデ
ックスのアップグレード) 

Claude Code のリリース速度
は  9 月も継続し、GitHub 
Action v1.0 のドキュメント
では、自動モード検出、統一さ
れたプロンプト処理、直接 
CLI ア ク セ ス 、 お よ び 
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日付 グーグル OpenAI 人間 

Batch API の埋め込み
に対する  OpenAI 互
換性をリリースしまし
た。Gemini CLI には、
FastMCP 、 MCP 
Toolbox、JSON 出力、
および拡張機能が追加
されました  (Gemini 
API の 変 更 履 歴 、
Gemini CLI リリース
ノート) 

Bedrock/Vertex 互換性が強
調されました  (Claude Code
の変更履歴、Claude Code 
GitHub Actions リリース) 

2025
年 10
月 

Gemini API は、コンピ
ュータ使用プレビュ
ー、Gemini 2.5 Flash 
Image GA、Google マ
ップ  GA との連携、
Veo 3.1 プレビュー、フ
ァイル検索関連ツー
ル、および  AI Studio 
のログ記録/データセ
ットをリリースしまし
た。Gemini CLI は、イ
ンテリジェント  モデ
ル ルーティング、コー
ドベース調査サブエー
ジェント、非対話型 
MCP、JSONL ストリ
ーミング、および Jules 
オーケストレーション
を 追 加 し ま し た 
(Gemini API の変更履
歴、Gemini CLI リリー

Codex は、Slack 統合、Codex 
SDK、管理ツール、GitHub 
Actions、CLI/IDE/クラウド統
合、ワークスペース分析ととも
に  10 月  6 日に一般提供開
始されました。OpenAI も 10 
月 6 日に GPT-5 Pro、Agent 
Builder、ChatKit をリリース
しました (コーデックス GA
発表、OpenAI APIの変更履歴) 

Claude Code 2.0 は 9 月 29 
日に開始され、10 月のリリー
スでは、サブエージェントの
探索、ツール制御、bash タイ
ムアウト、MCP の改善など
の非対話型およびエージェン
ト管理機能が追加されました 
(Claude Code の変更履歴) 
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日付 グーグル OpenAI 人間 

スノート) 

2025
年 11
月 

Gemini 3 Pro Preview 
は、推論、マルチモーダ
ル、エージェント、コー
ディング機能を備えて 
11 月  18 日にリリー
スされました。Gemini 
CLI には、Gemini 3 サ
ポート、todo プランニ
ング、ポリシー エンジ
ンが追加されました 
(Gemini API の変更履
歴、Gemini CLI リリー
スノート) 

OpenAI は  11 月に  GPT-
5.1、GPT-5.1 Codex バリアン
ト、より高速/操縦可能なデフ
ォルト、および拡張プロンプト 
キャッシュ保持をリリースし
ました (OpenAI APIの変更履
歴) 

Claude Code 2.0 のリリース
は 11 月まで続き、管理ワー
クフローと自動化の改良が行
われ、自動化ワークフロー制
御や MCP/エージェントの更
新などが含まれます (Claude 
Code の変更履歴) 

2025
年 12
月 

Gemini 3 Flash は  12 
月  17 日に  Gemini 
アプリ、検索の AI モ
ード、Gemini API、
Antigravity 、 Gemini 
CLI、Android Studio、
Vertex AI 、 Gemini 
Enterprise 全体でリリ
ー ス さ れ ま し た 。
Gemini API で は 、
Interactions API と 
Deep Research Agent 
のプレビューもリリー
スされました (ジェミ
ニ 3 フラッシュ発表、
Gemini API の変更履
歴) 

OpenAI は、 12 月  4 日に 
GPT-5.1-Codex-Max を、 12 
月 11 日に GPT-5.2 をリリ
ースしました。GPT-5.2 は、
xhigh 推論、簡潔な推論要約、
および圧縮機能を備えていま
す (OpenAI API の変更履歴) 

Claude Code 2.0 リリースに
は、思考モードとワークフロ
ーの改良が含まれており、
Opus 4.5 ではデフォルトで
思考モードが有効になり、2.0 
パッチのサイクルが継続され
ました (Claude Code の変更
履歴) 
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日付 グーグル OpenAI 人間 

2026
年 1
月 

Google は、Gemini 3 
Pro Preview お よ び 
Gemini 3 Flash Preview 
に、モデルライフサイ
クル機能、Gemini 3 エ
イリアスの更新、スト
レージ/ファイル処理
の改善、およびコンピ
ュータ使用ツールのサ
ポートを追加しました 
(Gemini API の変更履
歴) 

OpenAI は、エージェントコー
ディングタスク向けに GPT-
5.2-Codex を  1 月  14 日に 
Responses API にリリースし
ました (OpenAI APIの変更履
歴) 

Claude Code 2.1 は  1 月  7 
日に開始され、1 月中にエー
ジェント チーム、デバッグ、
MCP 認証情報パラメータ
ー、その他のプロジェクト/セ
ッション コントロールが追
加されました  (Claude Code
の変更履歴) 

2026
年 2
月 

Gemini 3.1 Pro プレビ
ューが gemini-3.1-pro-
preview-customtools2 
月 19 日にリリースさ
れ、bash およびエージ
ェントワークフローの
カスタムツール最適化
が実装されました。
Gemini CLI は、2 月 
27 日までに Gemini 3 
のデフォルト設定、プ
ランモード、ポリシー、
カスタムスキル SDK、
および 3.1 Pro のサポ
ートを追加しました 
(Gemini 3.1 Pro 発売、
Vertex AI 上 の 
Gemini 3.1 Pro 、
Gemini CLI リリース
ノート) 

OpenAI は 2 月に GPT-5.2 の
レイテンシを約 40%最適化
し、Hosted Shell、Skills、サー
バーサイド圧縮、GPT-5.3-
Codex をリリースしました
（OpenAI API の変更履歴) 

Claude Code は 2 月中に、サ
ブエージェントのワークツリ
ー分離、acceptEdits や plan 
などの権限モード、および 
Opus/Sonnet 4.6 時代のモデ
ルのサポートを追加しました 
(Claude Code の変更履歴) 
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日付 グーグル OpenAI 人間 

2026
年 3
月 

Google は Gemini 3.1 
Flash-Lite プ レ ビ ュ
ー、マルチモーダル 
Gemini 埋め込み 2 プ
レビュー、ファイル検
索関連のアップデー
ト、課金/支出の上限、
Flash Live プレビュ
ー、および Gemini CLI 
ルーティング/サンド
ボックス機能をリリー
スしました  (Gemini 
API の 変 更 履 歴 、
Gemini CLI リリース
ノート) 

OpenAI は 3 月 5 日に 100 万
のコンテキスト、ツール検索、
組み込みのコンピュータ使用、
ネイティブ圧縮を備えた
GPT-5.4 と GPT-5.4 Pro をリ
リースし、3月 17日にはGPT-
5.4-miniと nanoが続きました
（OpenAI API の変更履歴) 

Claude Code は 3 月に、作業
管理、トランスクリプト検索、
セキュリティ環境のスクラビ
ング、ディープリンク、管理設
定の改善を追加しました 
(Claude Code の変更履歴) 

2026
年 4
月 

Google は、Gemini 3.1 
Flash TTS、Gemma 4、
ロボティクスアップデ
ート、Flex/Priority 推
論階層、および共同計
画、視覚化、MCP サー
バー、ファイル検索を
備えた Deep Research 
エージェントアップデ
ートをリリースしまし
た。Gemini CLI には、
サンドボックス、ワー
クツリー、ブラウザー
セッション、コンテキ
スト圧縮、ターミナル
バッファ、ポリシー承
認が追加されました 

OpenAI は、制御されたサンド
ボックス、ハーネスのカスタマ
イズ、メモリ、スナップショッ
ト、永続的な実行、並列サンド
ボックス実行を含む  Agents 
SDK を 4 月 15 日に更新し
ました。GPT-5.5 は 4 月 23 
日にリリースされ、4 月  24 
日に  API に到達しました 
(OpenAI Agents SDK、OpenAI 
GPT-5.5 リリース、OpenAI 
API の変更履歴) 

Anthropic は、4 月 16 日に、
xhigh effort 、 Claude 
Code /ultrareview 、 Auto 
Mode の拡張、タスク予算、お
よび改善された長期コーディ
ングパフォーマンスを備えた 
Claude Opus 4.7 をリリース
しました。Claude Code は
/tui、4 月中に、テーマ、およ
び ultrareview CLI サポート
も追加しました (クロード・
オーパス 4.7 の発表、Claude 
Code の変更履歴) 
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日付 グーグル OpenAI 人間 

(Gemini API の変更履
歴、Gemini CLI リリー
スノート) 

2026
年 5
月 

Google は  5 月  7 日
に  Gemini 3.1 Flash-
Lite GA をリリース
し、ファイル検索をマ
ルチモーダル検索用に
更新し、バッチ処理と
長時間実行操作のため
のイベント駆動型ウェ
ブフックを開始し、
Gemini CLI のメモリ、
検証、音声モードのリ
リースを継続しました 
(Gemini API の変更履
歴、Gemini CLI リリー
スノート) 

OpenAI は  5 月に  GPT-5.5 
の運用ガイダンス、エージェン
ト SDK TypeScript サンドボ
ックスのサポート、AI アプリ
ケーションとエージェント用
の Codex プラグイン、および
return_token_budget より長い 
GPT-5+ 推論ウェブ検索実行
を追加しました (OpenAI API
の変更履歴) 

Claude Code は claude 
agents、/goal バックグラウン
ド エージェントのフォール
バック/保存動作、ワークロー
ド ID スコープ、高度な設定
コ ン ト ロ ー ル 、 お よ び 
v2.1.143 までの  2026 年  5 
月の複数のリリースを追加し
ました (Claude Code の変更
履歴) 

競争的側面による解釈 
開発者ツール 
OpenAI は、GPT-5.5、Codex、Responses API ツール、ホスト型シェル、パッチ適用、ス
キル、MCP、コンピュータ使用、エージェント SDK、サンドボックス、ストレージ抽象化
がますます 1 つの本番アーキテクチャとして提示されるため、最も広範な統合エージェン
ト プラットフォームを備えています (OpenAI GPT-5.5 モデルのドキュメント、OpenAI 
API の変更履歴、OpenAI Agents SDK) 
Anthropic はターミナル内で最も優れた開発者エルゴノミクスを備えています。これは、
Claude Code のリリースサイクルがワークツリーの分離、バックグラウンドセッション、
セッション管理、、、、/goalMCP 操作、権限、労力レベル、および GitHub Actions の自動
化 (claude agents/ultrareviewClaude Code の変更履歴、Claude Code GitHub Actions リリ
ース) 
Google は CLI とエージェント運用で急速に追いついていますが、その差別化は、単一の
支配的な開発者エージェントブランドではなく、Gemini CLI、Code Assist Agent Mode、
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Antigravity、Vertex AI、Android Studio、Gemini Enterprise、Workspace/Google Cloud の
隣接性の組み合わせにあります (Google Code Assist のアップデート、Gemini 3.1 Pro 発
売、Gemini CLI リリースノート) 
遅延とコスト 
Google は最も明確な低遅延ポートフォリオストーリーを持っています。Gemini 3 Flash は 
Flash レベルの遅延と効率性を売りにしているのに対し、Gemini 3.1 Flash-Lite は高スル
ープットでコスト重視のトラフィック向けに最適化されています (ジェミニ 3 フラッシュ
発表、Vertex AI 搭載の Gemini 3.1 Flash-Lite) 
OpenAI のレイテンシに関する話は、「安価なデフォルト」というよりは「制御されたパフ
ォーマンス階層化」であり、推論の労力、優先度/フレックス/バッチ処理、Codex 高速モー
ド、ツール検索、圧縮、プロンプトキャッシュ、および GPT-5.5 トークン効率の主張を組
み合わせている（OpenAI GPT-5.5 リリース、OpenAI API の変更履歴、OpenAI GPT-5.5
モデルのドキュメント) 
Anthropic のレイテンシーに関する話は開発者制御指向です。なぜなら、Claude Code は労
力制御を公開し、Opus 4.7 は xhighOpus 4.6 と比較して効率を向上させながら推論の深さ
とレイテンシーのトレードオフを明示的に追加しているからです (Claude Code の変更履
歴、クロード・オーパス 4.7 の発表) 
多段階推論 
OpenAI GPT-5.5 は、収集された情報源の中で、端末コーディング、OS 操作、ツール使用、
および長時間のコンテキストでの専門的な作業において、最も引用されている集計値を持
っています。特に、OpenAI は Terminal-Bench 2.0 を 82.7%、SWE-Bench Pro を 58.6%、
OSWorld-Verified を 78.7%、ARC-AGI-2 を 85.0% と報告しています (OpenAI GPT-
5.5 リリース) 
Gemini 3.1 Pro は、抽象的推論、科学的推論、マルチモーダル推論、BrowseComp、および 
Google の 100 万トークンのマルチモーダルコンテキストストーリーにおいて非常に強力
であり、モデル カードは 77.1% ARC-AGI-2、94.3% GPQA Diamond、85.9% BrowseComp、
および 80.6% SWE-Bench Verified を報告しています (Gemini 3.1 Pro モデルカード) 
Claude Code はベンチマーク行としてではなく、システムの結果として評価されるべきで
す。Claude Opus 4.7 は  Opus 4.6 と比較してコーディング解像度が  13% 向上し、
Anthropic のコーディング ベンチマークで平均レイテンシが高速化され、自己検証動作が
実現し、xhigh effort によりハードコーディング用に調整された Claude Code のデフォル
ト設定が実現されています (クロード・オーパス 4.7 の発表、Claude Code の変更履歴) 
生態系統合 
Google のエコシステムの優位性はエンタープライズとの近接性です。Workspace、Gemini 
Enterprise、Vertex AI、Google AI Studio、Android Studio、NotebookLM、Search AI Mode、
Google Cloud コントロールにより、Google を標準化している組織への優先的な流通が可能
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になります。Gemini 3.1 Pro 発売、ジェミニ 3 フラッシュ発表、Gemini API の変更履歴) 
OpenAI のエコシステムの優位性はエージェントの幅広さです。ChatGPT、Codex、API、
リアルタイム、レスポンス API ツール、MCP コネクタ、サンドボックス、ストレージ抽
象化、コンピュータの使用、ホスト型シェルが、開発者とエージェントの幅広い基盤を形成
します (OpenAI GPT-5.5 モデルのドキュメント、OpenAI Agents SDK) 
Anthropic のエコシステムの利点は、エンジニアリング チーム向けのデプロイメントの柔
軟性です。Claude モデルと Claude Code は、Anthropic の API、Bedrock、Vertex AI、
Microsoft Foundry、GitHub Actions、MCP、および管理されたエンタープライズ設定を通
じて動作できます (クロード・オーパス 4.7 の発表、Claude Code の変更履歴、Claude Code 
GitHub Actions リリース) 
Google が機能の同等性よりも信頼性を優先している点 
過去 12 か月の Google のパターンは、「エンタープライズ AI を退屈なほど信頼できるも
のにする」戦略を示唆しています。モデルライフサイクル日付、非推奨通知、プレビューか
ら GA への移行、API スキーマの移行、プロジェクトの支出上限、請求プラン、ファイル
検索の停止、使用制御が Gemini API の変更ログに繰り返し登場します (Gemini API の変
更履歴) 
Gemini 3.1 Pro のリリース姿勢も信頼性の解釈を裏付けています。Google は、一般公開前
にアップデートを検証し、エージェントのワークフローを継続的に進化させるためにプレ
ビュー版をリリースしました。一方、モデル カードは、安全性のしきい値、継続的な最先
端テスト、子供の安全起動しきい値、不当な拒否の追跡、および Gemini 3 Pro の安全性と
トーン動作との比較を強調しています (Gemini 3.1 Pro 発売、Gemini 3.1 Pro モデルカー
ド) 
Gemini CLI のリリース ノートでは、同じパターンが強調されています。Google は、モデ
ルのアップグレードやエージェント機能に加えて、ポリシー  エンジン、
macOS/Windows/Linux 全体にわたるサンドボックス、ワークツリー サポート、コンテキ
スト圧縮、ツール検証、メモリ管理、シェル検証、プラン検査を追加しました (Gemini CLI 
リリースノート) 
トレードオフとして、個々の Gemini モデルが推論、コンテキスト、マルチモーダル性、
コストパフォーマンスにおいて非常に競争力があるにもかかわらず、Google は機能統合の
認識において OpenAI に、端末優先の開発者の認知度において Anthropic に後れを取る可
能性がある (OpenAI API の変更履歴、Claude Code の変更履歴、Gemini 3.1 Pro モデルカ
ード) 
意思決定ガイダンス 

https://blog.google/innovation-and-ai/models-and-research/gemini-models/gemini-3-1-pro/
https://blog.google/products-and-platforms/products/gemini/gemini-3-flash/
https://ai.google.dev/gemini-api/docs/changelog
https://developers.openai.com/api/docs/models/gpt-5.5
https://openai.com/index/the-next-evolution-of-the-agents-sdk/
https://www.anthropic.com/news/claude-opus-4-7
https://code.claude.com/docs/en/changelog
https://github.com/anthropics/claude-code-action/releases
https://github.com/anthropics/claude-code-action/releases
https://ai.google.dev/gemini-api/docs/changelog
https://ai.google.dev/gemini-api/docs/changelog
https://blog.google/innovation-and-ai/models-and-research/gemini-models/gemini-3-1-pro/
https://deepmind.google/models/model-cards/gemini-3-1-pro/
https://deepmind.google/models/model-cards/gemini-3-1-pro/
https://geminicli.com/docs/changelogs/
https://geminicli.com/docs/changelogs/
https://developers.openai.com/api/docs/changelog
https://code.claude.com/docs/en/changelog
https://deepmind.google/models/model-cards/gemini-3-1-pro/
https://deepmind.google/models/model-cards/gemini-3-1-pro/


評価の優先順位が... 

推 奨 プ
ロ バ イ
ダー 根拠 

評価の優先順位が... 
推奨プロ
バイダー 根拠 

Google Workspace、Vertex AI、
Gemini Enterprise、およびマル
チモーダルなドキュメント/コー
ドワークロードとのエンタープ
ライズ統合 グーグル 

Google は、Google 中心の企業やコスト重視のル
ーティングに対して、Pro および Flash ファミリ
ー モデル全体で最も強力なネイティブ適合性を
提供します (Gemini 3.1 Pro 発売、ジェミニ 3 フ
ラッシュ発表) 

コンピュータ利用、シェル、パッ
チ適用、ツール、サンドボックス、
SDK、およびコーデックスを備
えた統合エージェントプラット
フォーム OpenAI 

OpenAI は、最も完全なプラットフォームレベル
のエージェントツールキットと、複雑な専門作業
やコーディング作業向けの最も強力なGPT-5.5の
ポジショニングを備えています（OpenAI GPT-5.5
モデルのドキュメント、OpenAI Agents SDK、コ
ーデックス GA 発表) 

ターミナル優先のエンジニアリ
ングワークフロー、プルリクエス
トのレビュー、コードベースの編
集、権限管理、長期的なコーディ
ング 人間 

Claude Code は最も成熟したターミナルエージェ
ントワークフローを備えており、Opus 4.7 は高度
なソフトウェアエンジニアリングと長時間実行さ
れるコーディングタスク向けに特別に調整されて
います（Claude Code の変更履歴、クロード・オー
パス 4.7 の発表) 

低遅延、大容量の推論とルーティ
ング グーグル 

Gemini 3 Flash と Gemini 3.1 Flash-Lite は、比較
対象の中で最も明確な速度/コスト区分を提供し
ます（ジェミニ 3 フラッシュ発表、Vertex AI 搭載
の Gemini 3.1 Flash-Lite) 

エージェント機能の収束速度が
最も速い OpenAI 

GPT-5.4、GPT-5.5、ホスト型シェル、スキル、ツ
ール検索、コンピュータ使用、エージェント SDK
サンドボックス、Codex に関する最近の動向は、
汎用エージェントランタイムへの急速な収束を示
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評価の優先順位が... 
推奨プロ
バイダー 根拠 

しています（OpenAI API の変更履歴、OpenAI 
Agents SDK) 

結論 
OpenAI は現在、プラットフォーム統合の先駆者、Anthropic は開発者とエージェントのワ
ークフロー品質におけるスペシャリストリーダー、そして Google は強力なマルチモーダル
モデルと Flash による明確な速度/コスト階層化を備えたエンタープライズ規模の信頼性の
有力候補と見なされている。Google の相対的な弱点は、純粋なモデル能力ではなく、開発
者とエージェントのエクスペリエンスが単一の製品ストーリーに集約されるのではなく、
多くのプラットフォームに分散しているという認識にある。Google の戦略的優位性は、こ
のトレードオフの反対側、つまり信頼性、ガバナンス、コスト管理、モデルライフサイクル
の明確さ、ワークスペース/バーテックスの分散、そしてマルチモーダルなエンタープライ
ズ展開にある。 
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